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１．プロジェクト名 

歴史都市デリーの都市開発と遺跡保存—デリー補充調査および 2015 年度調査公開の拡充 

 

２．申請研究者 

（氏名）（所属・役職） 

桝屋 友子（東京大学東洋文化研究所・教授） 

  共同研究者 

（氏名）（所属・役職） 

深見奈緒子（日本学術振興会カイロ研究連絡センター・センター長）  

山根聡（大阪大学・教授） 

山根周（関西学院大学・准教授） 

山田協太（京都大学地域研究統合情報センター・特任助教） 

宍戸克実（鹿児島県立短期大学・准教授） 

岡村知明（国士舘大学・共同研究員） 

 

３．研究期間 

平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日（１年間） 

 

４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400 字程度） 

 1959〜61 年実施『東京大学インド史蹟調査団』の資料に基づき、2015 年度に平成 27 年

度共同研究「歴史都市デリーの都市開発と遺跡保存—東京大学インド史蹟調査団の再評価か

らの再評価からの中世インド建築史」によってそれぞれの遺構の現況を調査し、その結果

（写真、図面を含む）を平成 28 年度重点プロジェクト「歴史都市デリーの都市開発と遺跡

保存—東京大学インド史蹟調査団 HP の改訂と 2015 年度調査結果の HP の立ち上げ」で、

Google Map を用いて日英で公開した。 

 本プロジェクトでは、2015 年度の調査結果の公開補充とデリー都市解析を目的とする。

補充調査を行い、現況における遺跡の状況をより明確にする。また、1916 年刊行の

Monuments of Delhi、および 1999 年刊行の Delhi The Built Heritage Listing のリストと

照合し、デリーに残存する 1550 年までに建設された中世イスラーム建築の様相を明らかに

し、それを元にデリーの都市史を再検討する。 

 

５．今年度の研究実施状況（400 字程度） 

 2017 年 5 月、11 月に京都大学において研究会を行った。また、2018 年 3 月に共同研究

者全員が参加し、デリーの再調査を行う予定である。 



 研究活動の視点として、通常では建築史の範疇に入る遺構に対し、第２次世界大戦以後の

急激な都市化の中でどのように変容をとげたのかという現代的視点、また広域のデリーの

中で建築・都市・歴史をつなげ従来にない都市史に挑むという独創的な視点をもつ特色ある

研究活動である。 

 本研究には、建築史、都市史、住居史、歴史の専門家が参加し、また国立大学、日本学術

振興会、県立大学、私立大学に所属する研究者達から構成されているために、国公私を通じ

た研究者の参加を促進している。 

 また、本研究の成果を、古い衛生画像との照合により、遺構の 1960 年代おける都市的状

況と結びつけるという新たな研究に着手しつつあり、エジプトの画像解析チームとの共同

という、日本、インド、エジプトを繋いだ研究を目論んでいる。 

 

６．今年度の研究成果の概要（400 字程度） 

 インド史蹟調査団は、1916 年刊行の “Monuments of Delhi” に依拠し、1526 年までに

建設された建物として 391 件の遺構に対して現地調査を行い、詳細な記述を残した。 

 本研究においてはそれに加え、同著および 1999 年刊行の “Delhi The Built Heritage 

Listing”と照合し、1550 年までに建設されたと思われる 513 件の建物について、臨地調査

を行なった。スルタナット期からムガル朝期への建築様式の移行は、スール朝及びムガル朝

初期を考慮に入れねばならない点から時代幅を広げ、建築様式の再検討を行う。 

 また、1916 年刊行の “Monuments of Delhi”に記載された建造物で 1950 年代に現存しな

い 107 件の建造物に関しても、その記述から位置を推定し、都市的解析に使用する。 

 これらによって、インド史蹟調査団の資料価値を再確認できたとともに、さらなる総合的

な歴史と建築を位置と結びつける都市史研究の基盤が本研究の成果である。 

 


